
　
　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

　
　
　
　
　
情
報
公
開
と
そ
の
利
用

　
　
　
－
ド
イ
モ
イ
下
の
農
村
研
究
を
中
心
に
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
　
井
　
由
起
乃

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
現
在
、
ド
イ
モ
イ
（
乱
一
日
９
一
）
と
呼
ば
れ
る

変
革
期
に
あ
る
。
ド
イ
モ
イ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
「
変
え
る
、

変
わ
る
」
の
意
の
「
ド
イ
」
と
、
「
新
し
い
」
の
意
の
「
モ
イ
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
、
ベ
ト
ナ
ム
版

の
改
革
開
放
政
策
を
指
す
。
ド
イ
モ
イ
は
一
九
八
六
年
か
ら
は
し

ま
っ
た
。
途
中
、
幾
度
か
調
整
は
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
大
枠
で

は
、
対
外
開
放
と
、
従
来
の
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制

へ
の
転
換
を
志
向
し
て
き
た
。
ド
イ
モ
イ
開
始
後
二
十
年
を
目
前

に
ひ
か
え
て
、
そ
の
成
果
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
や

文
化
、
政
治
な
ど
多
方
面
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
端
的
に
い
う
と
、
ド
イ
モ
イ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
「
豊
か
さ
」
と

「
自
由
化
」
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

　
「
豊
か
さ
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
動
向
を
み
れ
ば
明
ら
か
で

あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
量
は
、
ド
イ

モ
イ
後
の
二
十
年
間
で
倍
増
し
、
ド
イ
モ
イ
前
の
一
九
八
五
年

に
は
Ｉ
、
五
八
七
万
ト
ン
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
、

三
、
六
Ｔ
一
万
ト
ン
に
も
お
よ
ん
だ
。
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
増
産
が
加
速
し
て
お
り
、
一
九
九
四
年
に
は
、
ベ

ト
ナ
ム
は
米
の
輸
出
国
に
転
じ
た
。
「
豊
か
さ
」
は
工
業
や
、
商

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
諸
分
野
で
も
進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
国

の
経
済
は
著
し
く
成
長
し
た
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
資

料
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
民
一
人
あ
た
り
国
内
総
生
産
額
は
、

一
九
九
〇
年
に
は
百
米
ド
ル
に
満
た
な
か
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
四

年
に
は
四
八
三
米
ド
ル
ヘ
と
急
増
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い
成
畏
の
背
景
に
は
、
「
自
由
化
」
　
の

影
響
か
お
る
。
ド
イ
モ
イ
後
、
制
度
面
に
お
い
て
規
制
緩
和
が
進

ん
だ
こ
と
で
、
資
金
投
下
や
流
通
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
モ
ノ
や
人
の
動
き
が
活
性
化
し
た
。
ま
た
、
国
営
企
業
の
改

革
や
農
業
改
革
、
所
有
権
の
改
革
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、

国
民
の
増
産
・
労
働
意
欲
が
高
ま
っ
た
。

　
た
と
え
ば
農
村
部
に
お
い
て
は
、
ド
イ
モ
イ
前
に
は
集
団
農
場

の
労
働
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
農
民
が
、
ド
イ
モ
イ
後
、
農
地
の

削，－
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「
所
有
」
者
と
な
り
、
栽
培
す
る
作
物
を
自
分
で
選
択
し
、
市
場

で
自
由
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
に
は
、

よ
り
高
い
価
格
で
販
売
す
る
た
め
に
、
都
市
部
ま
で
生
産
物
を
運

搬
す
る
者
や
、
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
遠
方
ま
で
出
稼
ぎ
へ
い

く
者
も
出
現
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
ド
イ
モ
イ
下
で
は
、
自
ら
の
労
働
と
意
思
決
定
の
如

何
が
、
自
ら
の
収
入
の
増
加
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
モ
イ

は
、
そ
れ
ま
で
「
貧
し
く
と
も
平
等
」
で
あ
っ
た
社
会
に
、
「
豊

か
に
な
れ
る
者
か
ら
豊
か
に
な
る
」
と
い
う
競
争
原
理
を
持
ち
こ

ん
だ
と
い
え
る
。

　
ド
イ
モ
イ
は
ま
た
、
国
民
の
生
活
や
価
値
観
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

市
場
に
は
モ
ノ
が
豊
富
に
出
回
り
、
人
々
の
服
装
も
華
や
か
に

な
っ
た
。
ド
イ
モ
イ
前
は
、
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ

が
、
中
流
層
以
上
で
は
、
「
二
米
に
一
台
」
は
も
は
や
当
た
り
前

と
な
り
、
今
や
「
一
人
に
一
台
」
に
せ
ま
る
勢
い
で
あ
る
。

　
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

合
数
が
急
増
し
、
朝
夕
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
交
通
渋
滞
も
日

常
茶
飯
事
と
な
っ
た
。
住
宅
や
公
共
の
建
物
の
新
改
築
が
相
次
ぎ
、

十
階
を
超
え
る
高
層
ビ
ル
も
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
景
観
も
大

き
く
変
化
し
た
。
最
近
で
は
、
日
本
円
に
換
算
す
る
と
一
千
万
～

二
千
万
円
ほ
ど
も
す
る
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
販
売
さ
れ
、
都
市
郊

外
で
は
、
富
裕
層
向
け
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
最
近
の
若
者
の
多
く
は
、
国
営
企
業
の
よ
う
に
安
定
し
て
い

な
い
が
、
自
ら
の
能
力
次
第
で
は
高
収
入
が
望
め
る
外
資
系
企
業

へ
の
就
職
を
希
望
し
、
英
語
や
パ
ソ
コ
ン
の
学
習
に
余
念
が
な
い
。

　
都
市
部
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
農
村
部
に
お
い
て
も
、
人
々
の
生

活
は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
以
前
は
、
ご
ち
そ
う
で
あ
っ
た
白

米
、
肉
製
品
や
、
贅
沢
品
で
あ
っ
た
砂
糖
を
、
今
で
は
毎
日
、
口

に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
十
年
前
は
、
年
に
一
回
、
正
月
に

新
し
い
服
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
し
、
冬
に
は
夏

服
を
何
枚
右
重
粕
着
し
て
寒
さ
を
し
の
い
で
い
た
の
に
、
今
で
は
、

村
の
市
場
で
衣
類
や
装
飾
品
を
購
入
し
、
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
る
。
扇
風
機
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
炊
飯
器
と
い
っ
た

家
電
製
品
も
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
現
金
収
入
を
得

る
た
め
に
、
出
稼
ぎ
へ
い
っ
た
り
、
町
へ
出
て
手
に
職
を
つ
け
る

若
者
も
増
え
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
モ
イ
か
ら
か
ら
し
た
「
豊
か
さ
」
と
「
自

由
化
」
は
、
一
方
で
は
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
ド
イ
モ
イ
体
制
を

支
え
て
い
る
の
で
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
自
由
化
」
は
、
情
報
管
理
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

市
場
経
済
体
制
下
に
お
け
る
経
済
成
長
は
、
限
ら
れ
た
資
源
、
資

本
、
労
働
力
を
い
か
に
有
効
的
に
利
用
す
る
か
に
左
右
さ
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
有
効
な
情
報
を
、
経
済
の
担
い
手
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
国
家
予

算
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
に
、
個
々
の
政
府
機
関
が
い
わ
ば
独
立
採

算
制
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
提
供

が
い
わ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

「
豊
か
に
な
れ
る
者
か
ら
、
豊
か
に
な
る
」
社
会
に
は
、
国
家
に

頼
ら
ず
、
自
助
努
力
で
「
豊
か
さ
」
を
追
求
す
る
と
い
う
側
面
も

あ
る
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
モ
イ
期
に
お
け
る
情
報
管
理
の
変
化
に
関
し
て
は
、
出
井

（
二
〇
〇
四
）
が
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
主
導
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
よ
る
民
間
セ
ク
タ
ー
の
役
割
増
大
、
と
の

間
の
調
整
と
い
う
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
こ
の
小
稿
で
は
、
ド
イ

モ
イ
下
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
情
報
公
開
の
現
状
と
、
そ
う
し
た

情
報
の
日
本
に
お
け
る
利
用
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
筆
者
の

数
年
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
農
村
を
中
心
と
し
て
、

よ
り
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

-

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
書
籍
発
行
数
の
増
加
と
資
料
閲

覧
の
利
便
化

　
ド
イ
モ
イ
後
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
お
い
て
は
、
出
版
タ
イ
ト
ル

数
、
出
版
部
数
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
（
表
１
）
。
一
九

九
五
年
か
ら
二
〇
〇
三
年

の
八
年
間
で
、
ほ
ぼ
倍
増

し
て
お
り
、
一
見
し
て
、

出
版
業
界
が
好
調
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
九
九
三
年
に
制
定
さ

れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
出
版
法

で
は
、
そ
の
目
的
を
国
民

の
知
識
水
準
の
向
上
、
政

治
・
社
会
の
安
定
、
経
済

発
展
促
進
な
ど
に
寄
与
す

る
こ
と
と
し
、
「
出
版
活

動
は
文
化
、
思
想
分
野
に

属
す
る
活
動
で
あ
り
、
単

な
る
経
営
活
動
で
は
な

い
」
こ
と
か
ら
、
国
営
出

版
社
を
担
い
手
と
規
定
し

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
掌

握
し
、
資
金
動
員
力
も
あ

る
民
間
出
版
企
業
が
、
優

63－-

表１　ベトナムにおける出版の現状
一

年次

-
1995

2000

2001

2002

2003

出版タイトル数 出版部数 タイトルあたり平均出版部数

総数

　うち

ぺけﾑ語

　(％)

　うち

外国語

　(％)

　総数

(100万部)

　うち

ベトナム語

　(％)

　うち

外国語

　(％)

　全体

(部／

　ﾀｲﾄﾙ)

ﾍﾞﾄﾅﾑ語

(部／

　ﾀ什ﾙ)

外国語

(部／

ﾀｲﾄﾙ)

　8,186　98.7　　1.3

　9,487　99 1　　0.9

11,445　99.2　　0､8

13,515　99.2　　0.8

14,059　99.1　　0.9

169.8　　99.9　　0.1

177.6　　99.7　　0.3

166.5　　99.7　　0.3

217,4　　99.6　　0.5

222.9　　99,6　　0.4

20,743　　20,990　　1,330

18,720　18,834　6,238

14,548　14,625　5,663

16,086　16,148　9,273

15,855　15,931　6,912

資料：『ベトナム統計年鑑2003年版（2005）』により作成



勢
で
あ
る
。
（
出
井
、
二
〇
〇
四
）

　
こ
の
傾
向
は
、
出
版
物
の
推
移
に
も
表
れ
て
い
る
。
た
と
牛
は
、

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
書
籍
加
大
半
を
占
め
る
が
、

外
国
語
の
書
籍
も
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
出
版
部
数
を
伸
ば
し
て

い
る
。
外
目
語
の
書
籍
で
は
、
特
に
タ
イ
ト
ル
あ
た
り
の
出
版
部

数
が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
点
か
ら
、
外
国
人
読
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
出
版
業
界
も
そ
の
動
向
を
掌
握
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
加
え
て
、
外
囚
語
の
書
籍
は
、

ベ
ト
ナ
ム
語
の
書
籍
と
比
べ
る
と
高
額
で
あ
り
、
商
品
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
外
囚
人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
共
著
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
、
外
囚
語
書
籍
の
増
加
の
要
囚
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
国
語
書
籍
の
一
部
に
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
図
書
館
を
は
じ
め
、
日
本
国

内
の
複
数
の
図
１
　
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
農
村
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
『
V
i
-

皿
呂
ヨ
ニ
回
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
i
ｔ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
ｒ
ｅ
往
Ｏ
品
』

（
石
岡
）
、
『
Ａ
ｇ
ｒ
i
c
巴
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｎ
ａ
ｍ
　
１
９
４
５
　
-
　
１
９
９
５
』
が
あ
げ

ら
れ
る
（
文
献
の
紹
介
に
関
す
る
注
記
は
省
略
し
、
末
尾
に
参
考
文
献

と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
以
ド
、
同
じ
。
）
。
い
ず
れ
も
社
会
主

義
化
後
の
土
地
改
革
、
農
業
の
集
団
化
、
農
業
合
作
社
の
動
態
、

ド
イ
モ
イ
に
よ
る
上
地
管
理
の
仕
方
の
変
化
な
ど
、
現
代
ペ
ト
ナ

ム
農
村
を
め
ぐ
る
一
巡
の
動
き
を
ま
と
め
て
あ
る
。
ほ
か
に
、
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
学
術
雑
誌
『
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｎ
ａ
ヨ
の
ｓ
ｅ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
Ｊ
（
英
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
か
お
る
）
に
も
、
興
味
深
い

研
究
成
果
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
第
一
～
第
七
十
巻

二
九
六
四
～
一
九
八
二
）
が
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
さ
れ
る
な
ど
、
一
部

で
は
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
や

Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
国
際
機
関
や
、
政
府
の
報
告
書
な
ど
も
市
場
で
流

通
し
て
い
る
。

　
な
お
、
ベ
ト
ナ
ム
で
発
行
さ
れ
た
書
９
　
は
、
一
般
の
書
店
の
ほ

か
、
出
版
社
の
直
売
店
、
古
書
店
な
ど
で
自
由
に
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
般
に
出
版
部
数
が
少
な
い
た
め
、

希
望
す
る
書
籍
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
絶
版
と
な
っ

た
書
籍
な
ど
は
、
図
１
　
館
で
閲
覧
・
複
写
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
た
と
え
ば
ハ
ノ
イ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
図
書
館
、
ベ
ト
ナ

ム
国
家
公
文
書
館
、
人
文
社
会
科
学
図
書
館
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大

学
図
書
館
な
ど
か
お
る
。
以
前
は
、
外
国
人
が
こ
れ
ら
の
図
書
館

を
利
用
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、

徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
各
図
書
館
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
た
文
献
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
人
も
進
ん
で
お
り
、
資
料
検
索

も
利
便
化
し
て
い
る
。

一 一

引
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二
　
日
本
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
関
連
文
献
の
増
加

　
ド
イ
モ
イ
後
、
日
本
に
お
い
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
関
連
書
籍
の
発

行
タ
イ
ト
ル
数
が
増
加
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
一
九
九
〇
年
代

半
ば
以
降
、
多
く
の
書
籍
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）
。
こ
れ

は
、
ド
イ
モ
イ
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
外

国
人
に
よ
る
調
査
研
究
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
反

映
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
得
ら
れ
る
情
報
が
質
・
量
と
も
に

充
実
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
基
本
的
な
文
献
（
和
書
）
と
し
て
は
、

『
ベ
ト
ナ
ム
　
革
命
と
建
設
の
は
ざ
ま
』
（
一
九
九
ご
Ｉ
）
、
『
も
っ
と

知
り
た
い
ベ
ト
ナ
ム
　
第
２
版
』
（
一
九
九
五
）
、
『
ア
ジ
ア
読
本
ベ

ト
ナ
ム
』
（
一
九
九
五
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
史
　
中
華
世
界
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
世
界
へ
』
（
一
九
九
五
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
現
在
』
二

九
九
六
）
、
『
リ
ア
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
　
改
革
・
開
放
の
新
世
紀
』
（
二

〇
〇
四
）
、
『
現
代
ベ
ト
ナ
ム
入
門
－
ド
イ
モ
イ
が
囚
を
変
え
た
』

（
二
〇
〇
五
）
な
ど
か
お
る
。
ま
た
、
記
述
が
や
や
細
す
ぎ
る
も
の

の
、
『
現
代
ベ
ト
ナ
ム
を
知
る
た
め
の
六
〇
章
－
エ
リ
ア
ー
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
』
（
二
〇
〇
四
）
も
興
味
深
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

基
本
的
な
事
柄
を
確
認
す
る
に
は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
事
典
』
（
一
九

資料：国立国会図書館資料により作成

　　　　　　図１　日本におけるベトナム関連文献の推移
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九
九
）
も
役
立
つ
。

　
ド
イ
モ
イ
の
経
済
的
側
面
に
関
し
て
は
、
『
現
代
ベ
ト
ナ
ム
経

済
　
刷
新
（
ド
イ
モ
イ
）
と
経
済
建
設
』
（
一
九
九
号
、
『
社
会
主

義
ベ
ト
ナ
ム
と
ド
イ
モ
イ
』
二
九
九
四
）
、
『
概
説
ベ
ト
ナ
ム
経

済
』
二
九
九
五
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
市
場
経
済
化
と
経
済
開
発
』

二
九
九
六
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
基
本
構
造
』
（
二
〇
〇
二
）
、
『
ベ

ト
ナ
ム
経
済
－
二
十
一
世
紀
の
新
展
開
』
（
二
〇
口
二
）
、
『
ベ
ト
ナ

ム
の
対
外
関
係
－
二
十
一
世
紀
の
挑
戦
』
（
二
〇
〇
四
）
『
国
際
経

済
参
入
期
の
ベ
ト
ナ
ム
』
（
二
〇
〇
四
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
ー
市
場
経
済

化
と
日
本
企
業
』
（
二
〇
〇
四
）
な
ど
に
詳
し
い
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
経
済
的
に
は
市
場
経
済
体
制
へ
以
降
し
た
が
、

政
治
的
に
は
、
ま
だ
社
会
主
義
体
制
を
堅
持
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
に
し
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
政

治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
許
可
申
請
や
、
公
的
機
関
へ
の
調
査
依
頼

や
公
的
文
書
の
閲
覧
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
政
治
が
介
在

し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
機
構
』
（
二
〇
〇
〇
）
が
参
考
に
な
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
農
村
研
究
で
は
、
ド
イ
モ
イ
前
は
、
実
証
的
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た

た
め
に
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
諸
研
究
を
二
次
資
料
と
し
て
用

い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
Ｐ
ｅ
ｓ

Ｐ
ａ
ｙ
ｓ
ａ
ｎ
ｓ
　
ｄ
ｕ
Ｄ
皿
に
Ｔ
ｏ
ｎ
ｋ
ｉ
Ｉ
屁
』
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
、
ピ
エ
ー
ル
ー
グ
ル
ー
の
労
作
で
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
農
村
研
究
の
金
字
塔
と
し
て
、
現
在
で
も
評
価
が

高
い
。
な
お
、
こ
の
前
半
部
は
、
『
佛
印
の
村
落
と
農
民
』
（
一
九

四
五
）
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
で
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
で
は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
自
然
と
農
業
－
紅
河
デ
ル

タ
の
自
然
災
害
と
そ
の
対
策
』
（
二
〇
〇
巴
、
文
化
的
、
社
会
的

側
面
に
関
し
て
は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
の
祖
先
祭
祀
－
潮
曲
の
社
会
生

活
』
（
一
九
九
八
）
な
ど
、
自
然
科
学
、
人
文
社
会
科
学
の
両
方
か

ら
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

三
　
地
図
類
の
利
用

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
従
来
か
ら
、
二
万
五
千
分
の
Ｉ
、
五
万
分
の
一

の
地
形
図
を
は
じ
め
、
十
万
分
の
一
、
二
十
五
万
分
の
一
な
ど
の

地
図
が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
都
市
部
な
ど
の
主
要
な
地

域
で
は
、
二
、
五
〇
〇
分
の
二
五
子
分
の
Ｉ
、
一
万
分
の
一
と

い
っ
た
大
縮
尺
の
も
の
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
地
図
類
は
、
基
本
的
に
国
家
機
密
と
さ
れ
、
一
般
の
ベ
ト
ナ
ム

人
お
よ
び
外
国
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
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ド
イ
モ
イ
後
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
側
カ
ウ
ン
タ
パ
ー
ト
の
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
、
公
的
に

入
手
で
き
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
外
国
人
で
あ
っ
て
も
地

図
を
取
り
扱
う
業
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
地
図
の
使
用
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
制
限
か
お
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
図
の
取
り
扱
い
に
関
わ
る
規
制
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
た
背
景
に
は
、
ド
イ
モ
イ
後
、
経
済
発
展
を
進
め
る
た
め
に

は
、
地
理
情
報
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
情
報

化
や
地
図
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
「
地
理
情

報
の
機
密
性
」
に
対
す
る
考
え
方
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
〇
年
間
の
国
家

指
針
に
お
い
て
も
、
「
発
展
の
た
め
の
情
報
化
」
は
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
観
光
地
図
や
金
国
レ
ベ
ル
、
省
・
中
央
直
轄
市
レ
ベ
ル
（
日
本

の
都
道
府
県
に
相
当
）
の
行
政
図
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
書
店
で
簡

単
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
中
写
真
を
載
せ
た
観
光
地

図
が
発
行
さ
れ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
。
ト
上
で
地
図
が
公
開
さ
れ

る
な
ど
、
地
理
情
報
の
管
理
は
、
明
ら
か
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
主
題
図
も
さ
か
ん
に
作
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
社
会
経
済

ア
ト
ラ
ス
』
と
い
う
大
著
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

版
の
ア
ト
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
た
。

　
な
お
、
日
本
国
内
に
お
い
て
閲
覧
可
能
な
ベ
ト
ナ
ム
の
地
理
情

報
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岐
阜
県
図
書
館
の
世
界
分
布
図
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
官
製
の
五
万
分
の
一
の
地
形
図
、
旧
ソ
連

製
地
形
図
、
外
邦
図
を
所
蔵
し
、
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
両
立
国
会
図
書
館
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
ｌ
Ｃ
Ａ
）
、

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地

理
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

四
　
統
計
資
料
の
整
備
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
増
加

　
ベ
ト
ナ
ム
の
行
政
単
位
は
、
上
位
よ
り
省
（
ベ
ト
ナ
ム
語
で
は

デ
ィ
ン
ゴ
呂
と
称
し
、
回
Ｏ
ユ
コ
ｇ
と
英
訳
さ
れ
る
、
日
本
の
県
に
相
当
づ

レ
ベ
ル
、
県
（
同
フ
ェ
ン
ー
さ
べ
曾
乙
一
皿
ユ
ー
郡
）
レ
ベ
ル
、
社
（
同

サ
ー
診
≒
Ｏ
ヨ
ヨ
呂
夕
村
）
で
あ
り
、
そ
の
下
位
に
非
公
式
な
単
位

と
し
て
、
村
（
同
ト
ン
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
｡
　
ｖ
i
l
l
a
ｓ
ｅ
｡
大
字
）
か
お
る
。
ベ
ト
ナ

ム
の
統
計
情
報
は
こ
の
行
政
単
位
ご
と
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
上
位
の
機
関
へ
あ
げ
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
収
集
さ
れ
た
統
計
情
報
を
も
と
に
し
て
、
べ
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ト
ナ
ム
統
計
総
局
口
浪
品
Ｉ
Ｉ
回
品
】
合
、
莫
訳
は
９
ｎ
ｅ
ｒ
a
l
　
ｓ
ｔ
ａ
-

t
i
ｓ
ｔ
i
c
巴
Ｏ
次
Ｆ
・
）
は
、
『
ベ
ト
ナ
ム
統
計
年
鑑
』
を
、
ほ
ぼ
毎
年
発

行
し
て
い
る
。
『
ベ
ト
ナ
ム
統
計
年
鑑
』
は
、
主
と
し
て
、
全
国

レ
ベ
ル
、
省
レ
ベ
ル
の
統
計
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
２
で

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
マ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル
で
経
年
的
な
特
徴
を
把
握
す
る
に
は
貴

重
な
資
料
と
な
る
。
上
述
し
九
地
図
類
と
同
様
に
、
統
計
年
鑑
も

機
密
性
が
高
く
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
各
本
に
個
別
番
号
が

明
記
さ
れ
る
ほ
ど
徹

底
し
た
管
理
を
行
っ

て
い
た
が
、
ド
イ
モ

イ
後
は
一
般
の
書
店

で
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
最
近
の
刊
に
関

し
て
は
簡
単
に
入
手

で
き
る
。

　
ま
た
、
統
計
業
務

そ
の
も
の
に
も
、
ド

イ
モ
イ
の
影
響
が
ち

ょ
ん
で
い
る
。
数
字

表２　ベトナム統計年鑑における大項目と項目数

の
正
確
さ
、
客
観
性
、
即
時
性
と
い
っ
た
質
の
向
上
が
追
及
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
囚
会
に
お

い
て
統
計
法
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
刻
々
と
情
勢
が

変
化
す
る
ド
イ
モ
イ
下
に
お
い
て
、
さ
ら
に
経
済
・
社
会
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、
予
測
し
、
適
切
な

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
、
官
・
公
・
民
の
い
ず
れ
に
も
必
要
で

あ
る
と
い
う
認
識
か
お
る
。
こ
の
点
け
、
統
計
法
の
前
文
に
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
村
な
ど
の
ミ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル
の
統
計
情
報
に
つ
い

て
は
、
従
来
と
変
わ
ら
ず
、
現
地
へ
赴
い
て
収
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
村
レ
ベ
ル
の
統
計
資
料
を
入
手
す
る
に
は
、

当
該
の
村
加
、
そ
の
上
位
単
位
で
あ
る
社
の
人
民
委
員
会
（
日
本

の
村
役
場
に
相
当
）
へ
、
社
レ
ベ
ル
の
統
計
資
料
を
入
手
す
る
に

は
、
当
該
の
社
か
、
県
の
人
民
委
員
会
へ
赴
く
必
要
か
お
る
。
さ

ら
に
ベ
ト
ナ
ム
の
公
的
機
関
で
正
式
に
調
査
を
す
る
際
は
、
そ
の

上
位
単
位
か
ら
の
紹
介
状
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
、
ベ
ト

ナ
ム
側
カ
ウ
ン
タ
パ
ー
ト
に
公
印
入
り
の
紹
介
状
を
作
成
し
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
省
政
府
の
調
査
許
可
証
お
よ
び
紹
介
状
を
発
行

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
持
っ
て
県
の
人
民
委
員
会
へ
行
っ
て
県
政

府
の
調
査
許
可
お
よ
び
紹
介
状
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
同

様
の
手
続
き
を
社
、
村
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
複
雑

-68-

大　　項　　目 項目数

行政機構・土地・気候

人口と雇用

国民経済計算

農林水産業

工業

投資

商業・価格・観光

運輸・郵政・通信

企業

教育・医療・文化・スポーツ・生活水準

10

12

9

76

45

19

20

26

24

46

資料：ベトナム統計年言2003年版（2005）により作成



か
つ
煩
雑
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
状
お
よ
び
許
可
証
の
発
行

に
は
、
多
大
な
時
間
や
労
力
を
要
す
る
こ
と
も
多
い
。
し
た
が
っ

て
、
マ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル
の
統
計
情
報
に
関
し
て
は
、
「
自
由
化
」

の
レ
ベ
ル
は
相
対
的
に
低
い
と
い
え
よ
う
。

　
ベ
ト
ナ
ム
統
計
年
鑑
の
よ
う
に
毎
年
発
行
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

各
省
庁
・
部
局
も
、
「
農
業
統
計
」
や
「
人
口
統
計
」
、
「
ド
イ
モ

イ
下
の
経
済
発
展
」
な
ど
の
統
計
資
料
を
発
行
し
、
省
の
地
方
政

府
も
管
轄
す
る
県
の
統
計
を
ま
と
め
て
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
出
版
さ
れ
た
統
計
情
報
は
、
許
可
な
し
で
自
由
に
購
入
で
き

る
た
め
、
利
便
性
が
高
い
。
近
年
で
は
、
一
部
で
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

版
の
統
計
資
料
も
出
回
っ
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
統
計
情
報
を
日
本
国
内
で
入
手
す
る
に
は
、
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
岩
弓
力
〇
）
の
図
書
館
が
便
利
で
あ
る
。
一
九
九

八
年
に
統
合
し
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
所
蔵
分
と
あ
わ
せ
、
日

本
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
。
と
り
わ
け
、
旧
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
（
現
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
に
は
、
一
九
九

五
年
か
ら
現
在
ま
で
の
統
計
情
報
が
充
実
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
政
策
を
う

け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
最
新
の
情
報
を
得
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
末
に
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の

Ｉ
Ｔ
化
戦
略
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
者
・
ベ
ト
ナ
ム
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
増
加
と
な
ら
ん
で
、
「
電
子
政
府
」
の
整
備
が
目
指
さ
れ
て
い

る
（
千
葉
、
二
〇
〇
四
一
二
）
五
－
一
二
言
。

　
実
際
に
、
政
府
の
情
報
サ
イ
ト
で
は
、
政
府
の
政
策
、
法
律
、

社
会
・
経
済
状
況
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
（
出
井
、
二
〇

〇
巴
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
機
関
紙
で
あ
る
「
ニ
ャ
ン
ザ

ン
（
人
民
の
意
）
」
を
な
ど
史
要
紙
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧

可
能
で
あ
る
し
、
国
会
、
主
要
官
公
庁
、
研
究
機
関
、
業
界
団
体

な
ど
の
情
報
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
省
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
に
お
い
て
も
、
情
報
サ
イ
ト
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
全
囚

の
六
四
省
中
で
、
少
な
く
と
も
四
八
省
が
独
自
の
サ
イ
ト
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
表
３
）
。
ベ
ト
ナ
ム
語
版
に
比
べ

て
、
英
語
版
の
情
報
量
が
少
な
い
な
ど
、
い
く
ら
か
制
約
は
あ
る

も
の
の
、
最
新
の
情
報
を
瞬
時
に
人
手
で
き
る
点
は
非
常
に
便
利

で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
政
府
は
依
然
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
対
す
る

管
理
・
取
締
り
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
情
報
の
や
り
取
り
が

行
き
す
ぎ
、
活
動
家
の
連
絡
、
扇
動
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
二
〇
〇
二
年
十
月
に
は
、
「
国

家
の
独
立
、
主
権
に
害
を
及
ぼ
し
た
り
、
国
家
に
反
抗
す
る
行
動

卵－
-
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玉
扇
動
し
た
り
、
人
民
の
ま
と
ま
り
を
阻
害
す
る
よ
う
な
内
容
。

ポ
ル
ノ
や
暴
力
的
、
差
別
的
な
内
容
の
も
の
。
軍
事
、
安
全
保
障
、

経
済
、
外
交
分
野
な
ど
の
国
の
機
密
情
報
」
に
は
取
り
締
ま
り
を

行
う
と
い
う
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
一
部
の

国
内
外
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
政
府
が
フ
。
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を

行
っ
て
も
い
る
（
千
葉
、
二
〇
〇
四
一
一
〇
五
－
一
一
〇
）
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
利
用
す
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
留

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
研
究
文
献
や

情
報
は
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
蓄
積

ベ
ー
ス
を
こ
え
て
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
お
け
る
情
報
公
開
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
研
究
の
お
り
方
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
方

向
へ
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
と
り
わ
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
。

日
本
に
い
な
か
ら
に
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
省
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は

一
部
で
は
、
県
レ
ベ
ル
の
分
析
す
ら
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
調
査

地
の
お
お
ま
か
な
選
定
な
ど
も
現
地
へ
行
く
前
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
一
方
で
、
そ
う
し
た
情
報
の
発
信
元
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い

て
は
、
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
。
卜
利
用
の
推
進
と
い
う
動
き
が

優
勢
で
あ
る
が
、
今
後
、
個
人
で
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
、
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
、
公
安
当
局
が
ネ
。

ト
利
用
者
に
対
す
る
規
制
と
監
視
を
ま
す
ま
す
徹
底
さ
せ
て
い
く

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ド
イ
モ
イ
と
い
う
改
革
の
下
で
、
情
報
の
自
由

化
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
化
の
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
う
し
た
情
報
の
利
用
者
と
し
て
は
、
常
に
情
報
お
よ
び
情
報

ル
ー
ト
の
更
新
を
心
が
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
㈲
（
課

題
番
号
左
心
呂
云
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
二
〇
〇
五

年
六
月
に
、
人
文
地
理
学
会
第
二
十
回
ア
ジ
ア
地
域
研
究
部
会
（
於
兵

庫
教
育
大
学
大
学
院
神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
）
で
報
告
し
た
内
容
に
加
筆
修

正
し
て
い
る
。

注（
Ｉ
）
　
一
般
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
目
線
で
と
ら
え
る
と
、
「
ソ
ウ
江
呂

　
　
　
（
裕
福
の
意
）
」
、
『
ト
ア
イ
マ
イ
Ｆ
Ｏ
巴
ヨ
』
一
（
自
由
な
、
気
楽

-
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な
、
の
意
）
」
と
な
ろ
う
。

（
２
）
　
ド
イ
モ
イ
は
、
「
豊
か
さ
」
や
「
自
由
」
を
も
た
ら
し
た
一
方

　
　
　
で
、
そ
れ
ら
を
１
　
　
ト
分
に
享
受
で
き
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
の
問

　
　
　
に
貧
富
の
格
差
を
も
た
ら
し
た
。
ド
イ
モ
イ
を
評
価
す
る
際
に

　
　
　
は
、
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必

　
　
　
要
か
お
る
。

（
３
）
　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
上
地
は
全
国
民
の
所
有
と
さ
れ
る
の
で
、
よ

　
　
　
り
厳
密
に
は
所
有
権
で
は
な
く
、
使
用
権
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
こ
の
使
用
権
は
相
続
、
売
買
、
担
保
な
ど
が
可
能
で
あ
る
こ
と

　
　
　
か
ら
、
実
際
に
は
所
有
権
と
ほ
ぼ
同
等
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た

　
　
　
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
「
所
有
」
と
し
た
。

（
４
）
　
も
っ
と
も
人
気
の
高
か
っ
た
の
は
ド
リ
ー
ム
、
カ
ブ
な
ど
、
日

　
　
　
本
の
ホ
ン
ダ
の
製
品
で
あ
り
（
二
十
万
円
前
後
で
販
売
さ
れ
て

　
　
　
い
た
）
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
こ
と
を
、
メ
ー
カ
ー

　
　
　
に
か
か
わ
ら
ず
「
ホ
ン
ダ
」
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
な
お
、

　
　
　
最
近
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
数
が
急
増
し
だ
の
は
、
国
民
の
消
費
力

　
　
　
が
向
と
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
十
万
円
前
後
と
価
格
の
低
い
製

　
　
　
品
が
発
売
さ
れ
た
こ
と
や
、
中
国
製
の
製
品
三
一
万
円
前
後
～
）

　
　
　
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

（
５
）
　
出
井
富
美
（
二
〇
〇
四
）
フ
ベ
ト
ナ
ム
ノ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

　
　
　
報
六
民
間
」
出
版
物
の
急
増
と
政
府
の
情
報
管
理
」
ア
ジ
研

　
　
　
ワ
ー
ル
ド
ー
ト
レ
ン
ド
瓶
1
0
2
、
1
6
－
1
7
員
。

（
６
）
　
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
、
北
部
農
村
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
７
）
　
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
四
五
の
出
版
社
か
お
る
。
こ
の
う
ち
三
四
は

　
　
　
中
央
の
管
轄
に
よ
り
、
残
り
は
地
方
政
府
の
管
轄
に
よ
る
。

　
　
　
三
ｌ
ｒ
心
（
Ｊ
ｕ
ａ
ｉ
ｉ
ｆ
ｆ
.
　
　
Ｖ
ｉ
ｅ
t
　
Ｎ
ａ
ｍ
　
Ｔ
ｏ
ｄ
ｎ
　
ｃ
ｃ
ｉ
ｎ
ｈ
.
　
Ｎ
ｈ
ａ
　
ｘ
ｕ
ａ
t

　
　
　
ｂ
ａ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｇ
ｉ
ｏ
'
i
｡
　
２
０
０
３
.

（
８
）
　
外
国
語
と
し
て
は
、
英
語
が
第
一
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
フ
ラ
ン

　
　
　
ス
語
、
中
国
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）
　
こ
の
点
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
四
年
に
出
版
関
係
者
に
行
っ
た
聞

　
　
　
き
取
り
調
査
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
た
と
え
ば
、
コ
ｅ
t
ｎ
ａ
ｍ
　
t
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
t
ｒ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｕ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｏ
ｅ
ｒ
ａ
ｈ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

　
　
　
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
は
、
関
西
で
は
、
京
都
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
、
民

　
　
　
博
、
立
命
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

（
Ｈ
）
　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
国
民
の
約
ヒ
五
％
が
農
村
部
に
居
住
し
て
い

　
　
　
る
こ
と
か
ら
、
国
内
に
お
け
る
農
村
へ
の
関
心
は
高
い
。
し
た

　
　
　
が
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
農
村
研
究
関
連
の
文

　
　
　
献
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
で
き
な
い

　
　
　
外
囚
人
に
は
一
般
に
利
用
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
取

　
　
　
り
上
げ
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
1
2
）
　
以
前
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
公
的
機
関
の
紹
介
状
が
不
可
欠
で
あ
り
、

　
　
　
入
館
証
の
交
付
に
時
間
を
要
し
た
が
、
現
在
は
、
紹
介
状
あ
る

　
　
　
い
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
、
預
け
れ
ば
、
利
用
可
能
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
た
だ
し
、
基
本
的
に
図
書
館
内
で
の
み
検
索
可
能
。

（
1
4
）
　
こ
の
大
１
　
は
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
も
評
価
が
高
ま
っ
て
お
り
、
二

　
　
　
〇
〇
三
年
に
、
ベ
ト
ナ
ム
語
版
が
発
行
さ
れ
た
。

（
1
5
）
　
こ
の
よ
う
に
ド
イ
モ
イ
後
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
研
究

　
　
　
成
果
が
次
々
と
公
表
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
ド
イ
モ
イ
前
の
研

　
　
　
究
に
も
、
貴
重
な
も
の
か
お
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
に
お
け
る

　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
研
究
は
、
主
と
し
て
東
洋
史
の
分
野
で
行
わ
れ
て
き

　
　
　
た
た
め
、
歴
史
分
野
の
文
献
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
も
相
対
的

　
　
　
に
充
実
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
安
南
通
史
』
二
九
三
二
、
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『
東
南
ア
ジ
ア
の
価
値
体
系
３
　
ベ
ト
ナ
ム
』
二
九
七
こ
、

　
　
　
『
ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
－
帝
国
主
義
下
の
イ
ン
ド
シ
ナ
研
究

　
　
　
序
説
－
増
補
版
』
二
九
七
八
）
、
『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形

　
　
　
成
－
付
落
共
有
田
り
コ
ン
デ
ィ
エ
ン
制
の
史
的
展
開

　
　
　
－
』
（
一
九
八
し
）
な
ど
の
文
献
か
お
る
。

（

1 6
）
　
実
際
に
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
に
国

　
　
　
家
行
政
管
理
情
報
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ｓ
t
ａ
ｔ
ｅ
　
A
d
m
i
n
i
ｓ
t
ｒ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ

　
　
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
Ｋ
ｅ
ヨ
ー
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ヨ
ｐ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｚ
ａ
ｔ
一
Ｉ
で
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ヨ
）
を
実
施
し

　
　
　
て
お
り
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
一
一
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

　
　
　
員
会
を
組
成
し
た
。

（
1
7
）
　
Ｈ
ｄ
　
Ｎ
６
ｉ
:
　
Ｂ
ａ
ｎ
　
ｄ
Ｓ
　
Ｖ
ａ
ｎ
　
ｈ
ｏ
ｄ
-
　
Ｄ
ｕ
　
l
i
c
h
　
ｖ
ｄ
　
ｃ
ｄ
ｃ
　
t
ｕ
忘
ｚ

　
　
　
』
ぶ
芝
　
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｏ
ｉ
:
　
Ｃ
ｕ
l
l
ｕ
m
l
H
o
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
l
　
c
i
t
ｙ

ｍ
ａ
ｐ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｂ
ｕ
ｓ

　
　
　
l
i
n
e
具
回
診
Ｘ
乱
｛
冨
コ
Ｆ
コ
乱
辿
目
映
空
一
中
写
真
が
使
用

　
　
　
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
の
地
区
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
は

　
　
　
ハ
ノ
イ
の
旧
王
城
で
あ
り
、
現
在
は
軍
隊
施
設
か
お
る
場
所
も

　
　
　
含
か
。
ま
た
古
写
真
は
二
枚
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一

　
　
　
九
二
六
年
と
一
九
二
八
年
に
ハ
ノ
イ
の
中
心
市
街
区
（
別
の
場

　
　
　
所
）
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
こ
の
ア
ト
ラ
ス
は
、
Ｓ
＼
凪
ｓ
ｓ
　
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ヨ
回
ｔ

　
　
　
呂
ｄ
　
　
　
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
i
I
お
よ
び
Ｓ
w
i
ｓ
ｓ
　
　
　
Ｎ
ａ
t
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
　
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　
　
　
Ｆ
Ｉ
コ
汗
｛
一
〇
コ
の
助
成
を
う
け
て
行
わ
れ
た
、
Ｓ
＼
凪
ｓ
ｓ
　
　
　
　
Ｎ
ａ
-

　
　
　
ｔ
i
〇
Ｉ
一
（
い
ｅ
ｎ
t
ｅ
ｒ
　
ｏ
ｆ
（
い
Ｏ
ヨ
罵
t
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
　
i
n
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
（
Ｚ
（
い
（
り
言

　
　
　
Ｚ
Ｏ
ユ
ゴ
よ
Ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｓ
w
i
ｔ
ｚ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
｡
　
Ｄ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
t
ヨ
回
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｐ
ｏ
ｐ
ｕ
l
a
-

　
　
　
t
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
回
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
ｔ
i
c
ｓ
.
（
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
a
l
　
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
ｔ
i
c
ｓ

　
　
　
０
ヨ
ー
（
（
い
印
○
）
（
ｊ
Ｏ
ｖ
ｅ
ヨ
ヨ
ｅ
ｎ
t
　
ｏ
ｆ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
t
ｎ
ａ
‐
↑
ヨ
｛
Ｏ
｝
’
ヨ
？

　
　
　
こ
９
（
い
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
　
t
ｏ
ｒ
　
Ａ
ｇ
ｒ
一
Ｉ
二
ｕ
ｒ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｕ
ｒ
a
l
　
　
Ｉ
）
の
ぎ
Ｉ
〇
マ

　
　
　
ヨ
回
｛
（
Ｋ
ｙ
Ｚ
居
Ｏ
Ｏ
き
ヨ
ヨ
回
｛
Ｏ
「
ざ
江
Ｉ
戸
の
共
同
ブ

　
　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
成
服
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
Ｈ
趾
吻
Ｉ
リ
江
に
一
万
ｈ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
　
Ｎ
ａ
ヨ
Ｔ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
t
ａ
Ｂ
ふ
コ
吻
口
吻
耶

　
　
　
t
ｈ
ｏ
ｎ
ｇ
　
ｔ
i
n
　
ｄ
ｕ
　
l
i
c
h
｡

ｙ
l
l
l
a
ｓ
　
ｄ
ｉ
ａ
　
l
ｙ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
tＮ
ａ
ｍ
（
（
い
の
Ｏ
吟
召
Ｆ

　
　
　
一
２
）
ｙ
二
回
Ｏ
「
が
Ｉ
Ｉ
∃
ｙ
回
目

（
2
0
）
　
岐
阜
県
図
書
館
で
は
、
著
作
権
が
失
効
し
て
い
る
た
め
、
旧
ソ

　
　
　
連
製
地
形
図
、
外
邦
図
の
全
面
複
写
を
認
め
て
い
る
。

（
2
1
）
　
省
レ
ベ
ル
は
、
省
と
中
央
直
属
市
が
ら
な
る
。
日
本
の
都
道
府

　
　
　
県
に
相
当
す
る
。
二
〇
〇
三
年
に
、
ベ
ト
ナ
ム
囚
会
は
、
カ
ン

　
　
　
ト
ー
省
を
カ
ン
ド
ー
市
と
ハ
ウ
ザ
ン
省
に
分
割
、
ダ
ク
ラ
ク
宵

　
　
　
の
一
部
を
分
割
し
て
ダ
ク
ノ
ン
省
を
新
設
、
ラ
イ
チ
ャ
ウ
省
の

　
　
　
一
部
を
分
割
し
て
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
を
新
設
、
更
に
省
と
省

　
　
　
の
境
界
を
変
更
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
省
と
市

　
　
　
は
そ
れ
ま
で
の
六
一
か
ら
六
四
に
増
加
し
た
。

（
９
９
一
）
　
県
レ
ベ
ル
は
、
県
と
省
直
属
巾
か
ら
な
る
。
日
本
の
郡
に
相
当

　
　
　
す
る
。

（
2
3
）
　
社
レ
ベ
ル
は
、
社
と
町
か
ら
な
る
。
日
本
の
町
村
に
相
当
す
る
。

（
2
4
）
　
村
は
日
本
の
大
字
に
相
当
す
る
。
（
北
）
　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一

　
　
　
九
四
五
年
に
独
立
宣
言
を
し
て
以
降
、
村
の
合
併
を
実
施
し
た
。

　
　
　
が
っ
て
の
付
加
、
現
在
の
社
を
成
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
一
九
九
九
年
版
か
ら
は
、
日
越
貿
易
会
が
、
日
本
で
も
発
行
し

　
　
　
て
い
る
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
度
版
の
う
ち
、
第
。
部
の
ベ

　
　
　
ト
ナ
ム
統
計
で
は
、
行
政
機
構
、
土
地
、
気
候
、
人
口
立
面
用
、

　
　
　
国
民
経
済
計
算
、
農
林
水
産
業
、
工
業
、
投
資
、
商
業
、
価
格
、

　
　
　
観
光
、
運
輸
、
郵
政
、
通
信
、
企
業
、
教
育
、
医
療
、
文
化
、

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
、
生
活
水
準
か
お
る
。
ほ
か
に
、
第
一
一
部
と
し
て
日
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越
貿
易
統
計
資
料
が
、
第
三
部
と
し
て
、
ト
ピ
。
ク
ス
が
載
せ

　
　
　
ら
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
ベ
ト
ナ
ム
統
計
局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
た
、
統
計
法
の
全
文
に
よ

　
　
　
る
。
な
お
、
統
計
法
は
、
遅
延
・
虚
偽
の
報
告
に
関
す
る
罰
則

　
　
　
規
定
も
定
め
て
い
る
。

（
2
7
）
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
本
部
（
千
葉
県
幕
張
）
に
併
設
す

　
　
　
る
専
門
図
書
館
で
、
貧
Ｈ
Ｚ
Ｏ
で
は
、
東
京
と
大
阪
に
あ
る
ビ

　
　
　
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
を
一
般
公
開
し
て
い
る
。

（
2
8
）
　
ベ
ト
ナ
ム
の
国
内
の
有
力
検
索
サ
イ
ト
で
あ
る
Ｆ
Ｐ
Ｔ

　
　
　
（
に
石
几
へ
だ
茫
Ｉ
・
そ
こ
ら
）
で
検
索
し
て
一
部
の
省
の
サ
イ
ト

　
　
　
を
確
認
し
、
残
り
は
、
省
名
と
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
行
政
賎

　
　
　
関
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
末
尾
ぼ
〇
ｖ
.
ｖ
ｎ
”
か
ら
推
測
し
て
検
索
し
た
。

参
考
文
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一
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．
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．

グ
ェ
ン
ー
ス
ア
ン
ー
オ
ア
イ
ン
（
丹
野
勲
編
訳
）
（
一
九
九
五
）
『
概
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．
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．

ク
ル
ー
、
Ｐ
（
内
藤
莞
爾
訳
）
（
一
九
四
五
）
『
佛
印
の
村
落
と
農
民
』
、

　
　
　
生
活
社
．

五
島
文
雄
・
竹
内
郁
雄
編
（
一
九
九
四
）
『
社
会
主
義
ベ
ト
ナ
ム
と
ド

　
　
　
イ
モ
イ
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
．

桜
井
由
躬
雄
（
一
九
八
七
）
『
．
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落
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史
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〇
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．
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書
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九
五
）
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ナ
ム
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、
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書
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．

桜
井
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雄
・
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木
至
朗
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九
九
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）
『
ベ
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ナ
ム
の
事
典
』
、
同
朋

　
　
　
社
．

白
石
昌
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一
九
九
三
）
『
ベ
ト
ナ
ム
　
革
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と
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設
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ざ
ま
』
、
東

　
　
　
京
大
学
出
版
会
．

白
石
昌
也
編
著
（
二
〇
〇
〇
）
『
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
機
構
』
、
明
石
書
店
．

白
石
昌
也
（
二
〇
〇
四
）
『
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
関
係
　
二
Ｉ
世
紀
の
挑

　
　
　
戦
』
、
焼
印
書
館
．

真
保
潤
一
郎
・
高
橋
保
（
一
九
七
一
）
『
東
南
ア
ジ
ア
の
価
値
体
系
３

　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
』
、
現
代
ア
ジ
ア
出
版
会
．

真
保
潤
一
郎
（
一
九
七
八
）
『
ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
－
帝
国
主
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の
イ
ン
ド
シ
ナ
研
究
序
説
－
増
補
版
』
、
春
秋
社
．
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末
成
道
男
（
一
九
九
八
）
『
ベ
ト
ナ
ム
の
出
先
祭
祀
　
潮
曲
の
社
会
生

　
　
　
活
』
、
風
響
社
。

関
口
末
夫
・
ト
ラ
ン
ー
ヴ
。
ン
ー
ト
ウ
編
（
一
九
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